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ドにおけるテーダマツとスラッシュマツ については)

樹高生長の分析と材積表の調製

同 審者1; 築 動佐竹和

l¥/[inoru YOSHIDA , K乱zuo TSUZCKI and Kazuo SATAKE : On the Growing 

Process of Loblolly Pine and Slash Pin日 pl呂nted in thc Shikoku Region 

Part 1. Height growth and pr日par昌tion 01' th巴 volume

tables for standing trees 

喜善 E言 木研究は， I羽仏[JltJブfにおける外1:(;[ ，ツの泌駁の~})誌として史長， ω也条内 lと関す

る賢料の収集と分tJí， j，主主えの作成，および治被守 lと対する抵抗性そう日IYJ したものである。

研究資料は高知首林};~)1~\ r付の 3 か所よされたスラソシュマツと， うち 2 か所lζ1;!(栽されたテー

夕、マツについて行ったの

まず，ステッシコ--? \')，テーグマツのヰ1]悦 111fの樹 l了;JI[ 長はこ位以するものの，風寄トとよ;;0

E彦容?の大きいととが芋i川りするとともに，それにもまして焔裁地の地位のた否が樹;高生長 lと)(きく彰轡

していて，凶内定のγツよりも出tζ対する兇)j'zntの強い ζ とが平u 巾j した。

っさに，テーダマツ，スラッシュマツの材積iとヲアカマツ材績表の週佐ìL([の検定をおとなった粘長

いずれも適凸ヤtのJ患いととが分ったので，新たな H":fc'l哀を樹種別 lと作成したの作成されたスラッシュ

7ツの材積氏はアカ 7 ツ材積表より:i'n 小さく，テーダマツ材積表はアカ7ツ材積表より若干大きか

っナこ。

さらに，被害について1土町村とも， Jill，答 lJ守手f にかかりやすいが， ]J~千九病害としては似宗のJJ~

Jさとは認められたがお花までのととろ，被害はほとんど認められず， J!fそおよことによる fちぎや完;容

による被害も認められなかった。
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はじめに

四国地方の低111地帯には生産性の低い林分が多く pζのような地帯での木材生産の増大を図るため，生

長が早く短期間に登生産の期待できる樹碍として，外l司産マツのスラッシュマツ (Slash pine, Pinus 

elliottii ENGELM固 var. elliottii) とテーダマツ (Loblolly pine, Pinus taeda L.) が研究対象樹種として

選定された。

この研究は，林業試験場~同国交場と I~h知営林局とが，テー'"7 í外国産マツ類の導入試験j で共同研究を

行ってきた。そのため， 1司宮林応管内の 3 か所に没定された試験地ば， スラッシコマツとテーダマツを

1 ， 0仰木区~~4， 000.判乏の 4 種の植栽照度区別 lだ設定した沼) III Li, スラッシュマツは楠裁密度区別!と設定

し，テ戸ダマツは 3，∞0 木区のみを設定した松の)11 i:0:の川谷Ll I，スラッシ，. '"7ツのみを植栽密度区別に設

定した円山の各試験地からなっていて， ζ れらの試験地について 1961 年から 1975 年の 15 年間にわたっ

て共同試験を行った。

研究成果の報告にあたっては3 とれら試験地のj陸nill.別材積表の;W;l製p および生長解析ーを中心にまとめて

きたがヲ報告資料がぼう大になったため，本海士ーでは賀q 報として，スラッシュマツとテーダ 7ツの試験

地の蹴要と，樹高生長の分析，け積友の調製，被害関係について報告し，後日第 2 報として生艮論につい

て報告する予定である。さらに， 1*分の生長lとともなって，施業J去の解明を行いたいと思っている。

終わりに共同試験をグすめてきた高知営体局の庇代机当者，および試験地を設定し，調査管課にど協力

を賜わった方々に対し9 また，当支場の場長はじめ各川究室のそれぞれの専門分野から長一重などJl)Jl志ど

指導を賜った)j々に対し，おネしを巾し I~げます。

なお，保護に隠する」兵自のうち，病室については呪林業試験場東北支場保護部樹病研究室長 陳野好之

氏が，虫害については狽林業試験場目白支境保護研究室長越智鬼志夫氏が調査を担当した。

I 試験士官の概要

本研究で対象とした 3 試験地の概況と位置は Table 1 と Fig. 1 ~こ /j~すとおりである。

円山試験J也は，四国瀬戸内海仰の愛媛瓜西条河村、署管内に担また， {也の 2 試験地はいずれも太平洋側の

高知県にあって， そのうち， 京}llill試験地は奈半利営林岩管内に， 必のJll選の )11 ::rS山は須崎宮林署管内

i乙それぞれ位置しているの

またラ植栽樹積としては， I吋 111試験胞にスラッシュマツだけがj音波され，須川 111試験地と絵の川道の川

谷山試験地には，スラッシュマツとテーダマツが植哉されている。
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問国よ1il方におけるテーダ r ツとスラッシュマツの&:1討透過について (1) (古山@都築・佐竹〕一一 5

J也の内示

Experimental Forest 

備コ?j-

793 
Upper 

1, 005 1, 000 
Lower 

1, 3;,1 2 , 000 

] J 644 2, 000 

2, 482 3, 000 

2, 141 3, 00() 

L 

4, 000 

~" 000 

Remark 

オぇ 14 
松草地設定 1974 1， 1".3 月

Undecidcd S旦mple plots w記re established in Mar. 
1974. 

と怖植木紋 (Pl ILI 試験地)

and rεplanted (En-zan) 

り市 考

R巴mark

1 回調査 1961年ヲ Pl
1 st in vestiga tion in S巴 p. 1961 

100 
7，!日 1 ;;Ilfb主 1962千j" 3 )] 

351 21 350 1, 649 100 investigation in March 
1962 

1, 055 35 1, 003 2 ，ヲ30 98 
;ifll 地 19621:f 3 月

1, 778 27 1, 72 .:3 6, 503 99 Replanting in March 1962 

Note) The same seedlings as the original p1antings were used as replanted seedlings 
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内山試験土也L 

試験地の立地1.1 

西条営利、若 Ilj山国有林 64 ，f;\;班か小説〔の海抜高 100'"160111ドJ J] I試験1m ~ま愛媛県西条市黒瀬[とあってP

の範問lζ位置しヲ:h'f立は南東に|伺し，波状起伏の少ない急傾斜地で2 傾斜 300'~400 の範聞にある。

地質は中山J再 ~lj)Jミ J吟 1~fi亡同I_" 1手材は砂岩，買;岩である。

土壌は Fig. 2 のように残詰土て BAEr 型土擦がJ設も広く分布し~ -_, i'Hj~，ζBBEr 型土壌が分布してい

る。

気象は明日ìi係ぷ忌が 1 ， 664 泊Iわで， ~I 平均気ぬは 15.8CC，宣言低気狙は 5.0oC，最 fl=iJ気J品は 34.00C で

ある。霜は 11 月中旬，-.___， :3 凡下旬iと i海り~ ~r'~>風は西風である。

試験地の概況1. 2 

この試験地lとは 1961 1 1二 3 ノiJ iC スラッシュ 7 ツが情状され， Table 2 および Fig同 2 fこ示すように 1 ， 000

本区， 2， 0004"区， 3, 000 4:!X, 4 ， 000 本 1:>5の 4 種のj法裁;守皮区が設iとされた。

活者状態
、
l

ノ
可
a

〆
，f}
t
、
\

J店主えよ1'- 0コ秋の 1961 年 9 月と他殺後尚 l 年経過した 1962 年 3 ;"1 の 21ill にわたって活者調査がiJ'われた。

活右前置を 2 U~!l にわたって打ったf'ìl i!'l は 2 スラッシュマツがわが国において造林された経験は少なし枯

j1ì_の、国が相11+J り fド業によるのか，その主主の林地の状態に山米するのかを切らかにしていくためである。

調至近結!誌は 1、abl邑 3 のとおりである。

補オ|直の必要が認められたのでこの調査の終了とIrjJムド均 2096 以上の 1;I~iliが/主じ，1 Illl [jの活者，J，~J在て-，

l待 i吋 1);1立を行った。

Table 4. 円山試験地の副Nl 査結果
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凶困地方におけるテーダマツとスラッシコマツのよU討さ過につい亡(1) (古 lil' た・佐竹〕一一 7 -~ 

それはg 当時国有林では粒状後 1 年以内 lζl白木

に 20% 以との枯損の生じた局内， 抗日泊をおこむ

うとと iとなっていたからである。

なお， fljdl試験地のスラッシコマツの 4ヲ 000 ぶ

区で 35% の高い枯IAギが lcì二じたのはp 桜木が 2

1引に分けて送付されたもののうち， 1 [iJ] Li のもの

は衰弱がひどく多 これがさ手段Jこえられたためと

思われる。

さらに円山試験地では3 秋から容にかけて凶jは

した前木はほとんどみられJなかったし，

よる被害ちなかった。

(2) 起査 )j ム

Fig. ~ fJj' 民地とレ 1- 自の

L..oca tiOE of sarr工pl己 plots in En-zan 

Experir抗告江t乱1 Forest. 

この f;l\ ，~~J出には 1 ， 000 7[.: [5(---4 , 000 ノトじまの 4 訟の九!U;lèlx:が々;1Jムしといるが， 1966 ぶには 2 ， 000 本fx~ ，

3 ， 000 本 1玄， 4 ， 000 ヌr.:区の各仙松宮皮:区 iこ，伐ほとj[íE[i円 llt 1三を口ょしたっ 1968 年 2 )j の表 II 本-J1Jそ怒

った大雪のため哩 公立本の 82.7タロ〆が傾倒l_." 1.:3泌が析jえする波立;百三け/ニカ_\， タト lヨマツの資料を l又祭

していくため .~J;iS試験地として存続することそし，被往生後だすにÎI立似つごの引起こしfr~主任行

い，そのほとんどを正常な立木状態に|仁lÌることができた。その itz: ~JJilï ，j員/心ーの被占も起こらず，試験

地として紋続することが可前と判前されたので歩 1974 年 3 )i の休焔 13 年史のII"j ，各植栽H~;皮肉 lど， 1[11良

から山E査にかけて 1[lbll0 m の;告が;標準 j自をそれぞれ 2 斗" Tab]巴 4， Fig. 3 のように設定し I .~ c 

2. 松の)11道のjlj谷山試験地

2. 1 試験地の立 [[11

松の川道の}II谷 rJI試験地は，高知県高阿部二仏11']" 久札にあって2 組 [1店営林繁管内絵の}lli丘の川芥l はg:1有

7折、 48 林 01 と /j\況のif眠法 l苛 200~:j80 m の frTI問 l乙位置し，ゴj{\'r: I,;L[!;. W 1， ζ|百い全体的に傾斜は急だが，一

部には傾斜の緩やかな j_ilr もある。

ず、

o ー四ーー

一九
."~ノ

ム一周 i ト:r'
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Fig. 4 須I[記日林皆管内松の}I!ifiの I谷 IJI試険J也仁壌|苅

Soil m乱p of Matsunokawa.yama Forest. 



格j

Species 

テーダマツ
Loblo11y pine 

スラッシュマツ

Slash pine 

帯
主

T
Z
1
 

1961午 3 月

MaL 1961 

Tabl巴 5. 怯の )11 道の jIl 谷 I LI 試験地の内訳

Item of Matsunokawa-yama Exp色rim巴ntal For♀st 

性
川

ヨき

Remark 

1, 080 

テーダマツには標年地は設定していな
し、。

No sample plot for loblolly pine 

円
〉叩つ

L

-/Q:._ 

4, 000 O.~OO 

1
 

・

1
唱

Ge
 

唱n
s
 

o
1
 

1
 

h
u
 a

 

H

パ
側

内
J三

日
正
唱
し

勺
J
4
Y
品
川

Q
J
、

T

ム

Q
J
V

4
B
 

定
ι凶
仰
?
ワ

山

設
e

川
川
川

叫
地
且p

准
一
ぃ
m
M

漂
白
M

d
 

巴d
 

・

1

c
 

'
I
 

守

un
 

u
 

つ
り

4 

Total 
ーに
3~

J
 

• 1
 

。。

品
ザ
サ
株
比
懇
話
S
U山
選
出

湾
出
回
日4
0



山凶地方におけるテータマツとスラッシュマツのよiミ長経過について(1) (古 ILI .占日銀佐竹) -- 9 

W~自はじい肘に回し， f予付:土砂利， J;=1、計である。

u哀史u土 Fig.4 Iじj、すように lil千九五には BA の銭的上， 111jj副主 Bc il， '!ω 刊行:ム Lは践は Bll- (d) , 

または Bc ill の j~j詰土が分子むしている。

気当"-1ま年 i[)J I先手 JJく量が 3 ， 01fj mm で， 五千、lノーに」矢LtIii土 16.8UC， J艮低えiィJui は -4.0oC， 故山i気品;ま 33.80C ご

ある。霜は 11 ノ!j Lll11}' 3)j 卜旬に昨} tl~~ }if;l, \-主的ばである。

2.2 試験地 ω 枇日L

との試験札 1961 1; 1.1 )J ピ設ノされ，としてスラッシ!マツとテーダマツが値j支され Table 5 

ω ょう iとスラッシ μγ ツは 1 ， 000 /íド伝 2 ， 000 不必， 3 ， 000 本じさ， 4, 000 A:;!LO) 4 栢の粒裁何度|乏が設立

"， tLているカヨ，テータマツは 3 ， 000 えだけである。

( 1 )活 ~í 状 )L~

さきにのべた pj いl試験池といJII寺川 l口占をそ千j った。市1，1:1ま結Jいま Table 6ω とおりである。

なおp との去には 1962 ;r二 3 ノ J i と 1 J--:>た補t他の内訳も ~1~11弘してあるにj

も見区1)の; j った辻昨日よ!読の例では， テータマツの泊右手\(;1:. 50;訂以 l、で， 上ヒ qt:( 1下Jïιむが 11，1~:fr な特l杭であ

るとし、わ7， lている。

しかし， この)試験店で ωテータマツの 1 凶日 ωiì;t:f~JI，j況の+llj尚ネは日夕己ご， i'l IHII'l(まわれれなかった。

また， スラッシ工マツはこの試験地で， 1 Illj 日の 15石川公で、|つな 2096 以上のt'jttlが生じ， “];~~(の必要

が認めりれたωで，この l苅貨の終 f と 1"j i1 !jiC 判 (j胞を; I った。

このように，テ ダマツは伯損2f!， 9 ;:ぢという比松山ぬい泊イがみ 3れたω に文、j し p スラッシュマツで

{;J: 209á 以上. (iJ:l ， 'j抗がリじた。

また，秋から容にかりてスラッシュマツの ;f~jjはした l~L:r /j< は， 1 リ 111法政J也ではほとんとみられなかった

が，松の)11 i江の;， 1 芥 iJ I ，~λ験出では 5 "'~1676 に乏した。

す乱ble 6. iはE3ム;;{芯ど1:1状jえiωωじì)l川l

Numbむr りf survived s己edl日lnε 乱nd r巴pl乱口tじ仁d (οM壮!J.atsurロlOk王，awa一 yanl江〉

/
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H
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」

d乱己D
 

L
糸
1

町
出

品
川

(ボ〉

テータJマツ

Loblolh 3, 000 2, 8l0 2S:J 9 ハ 2, 557 91 

390 108 78 乙 4 13~ 373 96 

スラッシュ ~， OOO 998 三三三 三三 45 6 三67 乙7 : 242 9'/ 
マツ

3, 000 1 ，口、31 241 2~3 6:2 日 303 三ヲ ぷ65 993 96 
Slash 
pme 1, 000 1, :<j4 つ22 2., ~ó り 36'7 28 350 1, 317 9ヲ

3 ， γ ，， 3 893 ι 196 円/ 1, 089 29 992 3‘ óóG 9;; 
Total 
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t;;~~~1 Ratio 

(本) I (%) 

14 I 35 

55 

53 

5 

35 

44 

7 

Tab� 7. 松の }II 道の川谷 JLJ 試験地における襟岩手地の調査結果

Investigation of sample plot 匤 Matsunokawa-yama Exp邑rimental Forest 

ッシュマツ i アカマツ
Slash pine ]apanese red pine 

ブス

3 

5 

6 

7 

4 

33 

注) 1972年 3 バ調査

Note) Investigated in March 1972. 



四国地方におけるテータマツとスラッシニ，~ ?ツのIUi経過については)(Am. 在日築@佐竹) -11 -

テ F タマツとスラッシ L マツの主切除名でとのようなが生じたのは， 制裁H与の白はともに 25cm 前

後で売はなかったが， スラ y シュマツの l白木:のみはかなり文弱しごいたことに主な原因があるぶうであ

る。

また，円 rlJ，\A験11IJ，と弘、の Ili i:誌の川芥 rll の jlIj試験地聞における 2 [i11 白羽査のれ|:出ギのたは，この樹磁の iiriJ

陰性会の弱さにÆ見出l しているものと '15 えられる。

すなヰコち BAKER 2 ) によればデー夕、マツはタンショウマツ， ノイ…ジニアマツと l ， jJ じ松区の陽性樹極とし

て区分されp あるむ皮被陰iと耐えうるがラ スラッソュマツは夕、、イオウマツとともに， さらに耐訟性が

く， 日光lと対する要求皮が刊し、といわれている。

また， t:t~ド 3) らも|リ山l試験ttJ の/i，I;lJJftで P スラッシュマツの水は H うりの良し悲しにより :γ 長去のある

ことを報告い林野庁りもスラ y シュ 1 ツの ilTi折後の枯損;丸 山聞の柑木一う _l lt1 本の 11えLしおよび広葉樹の

伐恨のHニitHC よる本iij長が窓外lζ 多いと桜山している。

さらに flJ rJJ試験iillが松の !II 道の )I[ 谷，111三比べ，二i二地条 flーの恐いのに村l損ギの低かったのは他生繁茂の少

なかったためと考えられる。

なお， スラッシコマツの補植木について CQOPER51 は最初]に杭えた山lノドよりも l 年後に怖が[した的ネ:

ii，柿樹後 8 年経過しても値1，]時の山本に J土べて樹 /r---， J で 7096 ， 直後で 5496 ♂しかならなかったと合し

ていることから， MH立を1J わず事j査を縦続したHがよいという意見も川されたが，メ 111 ，lj の [kiイj 休の必準lと

もとっき柏村fが fJ われた。

(2 )品Q -究 )J 法

この試験lUlでは3 その後台風による阪存が11J~刊のように先生し， [斗 II!jにそのころから林業労働者の不

やは金の高騰により} Jili¥ ';4;:による十日ノドの引μ こし fl 廷のλ\胞が不司 íì包となり， しばりく ωrilJ ， このぷ広î}ill

i立政 lkl~ され fこ。

しかし3 当支湯が関げしているスラ γ シゴマツとテーグマツのLよ験士山はことなめ川悶に 3 かげ「しかな

し外出マツの資料を可能な限り以ヨこしてゆくため， 本試験j也ご(;!: '1、abìe 7 のように， ;式検地~~の被刊

の比較的少ないffi似筋 lこ!以立するスラッシュ 7 ツの体分 lこ，脱出として白紙 20m の山形様々 J也を街l文ば

ごとに 2 か!VÎずつ投足した。

なお，テーダマツは林分の l政裂が激しく， :t;~~司血のロム1とはできなかっ fご。

結4仁地内のノ外分状況は， これまごのたびかさなる j孔:~-~;:のため，少数の ):ill~倒木， frlíl11ノトふき先生し， rA:七日午

の h白状:thg主から予測された体分構造とはほど泣く ， JflAJ~千そまぬがれたj'[本がμ々と主主しているよっな状

態となり，};_然ド砲によるアカマツ松村の投入がみられ， 在悩tむi九 1 m j，日ジ、 ιのものが;ι絞:土1刊バ司，rハ[

も IJ)又L心iL している O

干さI 作 :j 1 m 以 F のものは ，v，\1iをしていないが， かなりの放が{Î{f-~'Jjさ 将米アカマツ c スラッシュマツ ω

副交林になるものと }~lわれるの

しかし， その後 1974 年 9 )j の台風 iこよって後述するような波慣を叉:J ， 試験胤!としての紙持が悶離に

1f_っ f二む

3, 須 )11 山試験地

3. 1 ，[l~ Jîi合 lW， の立 Jlll

;ß川山試験地は i副知県安_i';1115奈半利町米が lì司にあって， ぷ半利営林彩管内:Si川 IIJJ 国{J ;H、 20 f本政しとノN!l
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山
圏
一
日

[J}-BD 

7明く急ー十 t巴と平I"JtiJ)聖い

F刕.5 奈半利営林署管内笈川 rLI試験地土壌凶と標準地の位置

Soil map of Sugawa-yama Experim印tal Forest and 

position of sample plots. 

の iErHえ約 450m の 11:筆筋lζ位越し，方位(，j:南東に l[Jjし，傾斜は 180.~250 である。

地主lt 1:' ';1: -r~i第 31己居，ぷ半平Ij川属に属し，母材 i土砂宥，頁宕である。

土壌は Fig. 5 のように， この試験地が白畑跡地に設7とされたため， i1J j確な分類は図獄であるがp

Boー (d) 型土壌が広く分布しているつ

気象は年間待水量が 2 ， 291 mm，年平均気混は 16.70C，最低気温は どC，最高気ìlfuは 33.30C で，霜

は!l刀 r 11句.~ 3 月下旬lζ降り，常風は-内風である。

3.2 tZ 験地の概況

この試験地は既lこ述べたように，奈半利営林署がこれまで前畑として使用していた場所で，白畑廃止後

高知営林!るが事業として外国マツの現地適応試験をüうため， 1954 t[� 2 月 lととの地域 lとスラッシ~?ツ

7, 500 :4'>: (ha 当り 4 ， 300 本)とテーダマツ 1 ， 100 木 (ha 去り 4， 000 本)を値栽したの

さらに， 1961 年， '62 年， '63 年の 3 か年間に調整1m伐を実施し， スラッシュ 7 ツ p テ←タマツの各植

栽尽に， Table 8 および Fig. 5 tこ示 F ように， 1 ， 000 ;j三ば， 2, 000 ;j':k{, 3 ， 000;本[X， 4 ， 000 ホ;区の 4 程

の砲秘密度以を設定し，ついで 1968 年 2 刀 lとはスラッシュマツの多 1969 年 2 月にはテーグマツの 2， 000

ぶfX， 3 ， 000 本区， 4 ， 000 本以の各植栽密度区 l己 i泊伐区と 'jl日\J伐区を設けヲ 1 ， 000 木 l又は無間伐 þ__{だけ

とした。

( 1 )活者状態

ζ の試験地のjil;着状態については，前述のように植付けがお材、暑により実行されたため?活着状態に関

する詳お11な記録はないが， M五ね良好な状態であ「たと d問、わ才 L る。

(2) 調査万治



スラッシェマツの生長経過について (1) (古 j}-j ~ ~lii:)七三勉仏二竹) - 13 
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1967 斗ーにはスラッシ k"? ツ l乙 また 1968 年にはテー夕、、マツ lと，それぞれ回定試験地として調主主区を設

定した。

調査区は 1 ， 000 本区iと無間伐区だけをp また 2 ， 000 木区， 3 ， 000 本区， 4 ， 000 木区lとはそれぞれ間伐区

と無悶伐区の 2 調査i区を設定した。

そしてp 原則として 5 年ごとに定期調査を繰り返しながら，両樹斑の林分枯一迭の変化を時系列的に追跡

し，外国マツの合玉里的施業法を究明することにしだ。

と ζ では，回定試験地設定時の制査資料L 設定 5 年後の調査資料をもとに p それぞれのf~f種について

生長経過の解析を行った。

L 幼齢林の樹高生長

1. 1 調主主法

立樹高生長

円山試験地と松の)i[道の )Ii 芥山の河試験地では，試験地設定と同時に植栽符7度区ごとに試験J也の 111]頁よ

り 111麓に向けて 2*のラインを設け，ライン!ーの[Dj-_.:lz:木を対象にして，組栽後 1 年から 5 年までの 5 か

年間にわたって樹高を測定した。測定結決は Table 9 に示すとおりである。

なおp 須)I[ 山試験Hllについては，植成時首;};十:~-Iとより管浬されていたため，調f査は行われていない。し

たがって後述の樹幹祈解により幼齢t~:の t~f高を推定した。

1.2 スラッシュマツの樹f白生長の推移

BENNETT引によると，スラッシュマツは林齢 14 年lU主しても，植栽密度と 1付高生J乏の問 lどは一定の関係

が ff:tEしないと報色二している。

また，一般にはいかなる樹存在も共通的な性質として多 iL木密度はi~t高生Jむとあまり影響しないといわれ

ている。

したがって，円 11;，松の川道のハ l 谷山の両試験地とも 5 年生までの幼齢期の調一危なので， j直栽密度は考

慮に入れず林齢見iJの平均樹高を求めた。

Table 9 Iと示すように3 両試験J 自におけるスラッシュマツの樹l白:îiì良!む椀栽後 1 ~2 年間ではほとん

ど差は認められなかったが 3 年日ごろからは土壌条件の劣っている内山試験地の方が，松の)I !i遣の川谷

山よりも優位になるという当初jの予想とは逆の結果となった。

これは，スラッシュ 7 ツの!日1害の項でものべるがp 松の川|道の)i [谷山試験地では，柿[栽後 2.~ :3 勾ごろ

から台風通過のたびに宮倒木，傾斜木等が発生し，とれらの風需に影響されたものと思われる。

1.3 テーダマツの樹高生長の推移

松の川遣の)![谷山試験地内でのテーダ7 ツとスラッシュマツの生長級過は， {直~&後 1~2 年間ではテー

ダマツの生長がスラッシュマツより良好であったが 3 年ごろからは逆にスラッシュマツの方が生長は優

位ーとなり p その優位な傾向は年々;;.金まり，主主長2をは大きくなるように記、われた。

ζ のような傾向が認められた理由は，テ{ダマツがスラッジュマツより地形的に風害の発生しゃ:rい位

置にあり，より激しい風街害を受けたためと考えられる。

1.4 2 試験地と他試験地のスラッシュマツとテーダマツの平均樹高の比較

円山のスラッシュマツおよび松の川 [i遣の川 23山のスラッシュマツとテーダマツの l 年生から 55手広まで
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Fig. 6 円 ILIおよび訟の川j遣の川谷山試験地J こ 111民主されたテ
ーダマツとスラッシ，:.1. ?ツの幼齢期における平均樹高
の推移と仙の!試験地における平均樹高

Change of aver且ge height of loblolly pine and sl旦sh
pin日 in their juvenile in Matsunokawaづ引na Experiｭ
mental Forest and En-zan, and 昌verage height of th巴
same species and domestic pines in other experimental 

forests. 

の1*齢別平均樹rHJ を， ~t として関東以西の試験地に植放されているテータ 7 ツとスラッシコマツ，および

日木産マツ類，さらにに北米ジョウジア州ワ y トル試験J仰と値~&されたスラッシ，.<ツ等の会試験地にお

ける値と対上じさせたものを Fig. 6 に示す。

ζ れらの試験地は3 それぞれ環境，立地等あらゆる条門二が呉なっており，とくに，外国のスラソシュブ

ツ i主主として郷土である北米に所在する試験地である。

との函から， 松の川道の川 1 芥: '"試験 i也のスラッシコ?ツとテーダマツは， いずれも同内の試験地のう

ち最下位に位置し?また，門 1I1 試験i11~のスラッシコマツはp 中位よりやや低い位誌にあることがろかがえ

,. 
，~。

l リ山のスラッシュ 7 ツおよび松の)11 道のハ l 谷 [/1のスラッシュマツとデータマツの平iきけ討 I~-~J より低い値

は，北米の伐採問、地に造林されたスラッシュ 7ツの例のみであった。

との北米の伐採跡地に造林されたスラッシュマツの異常とも思われる低い平均樹同について 1 BENNETT'7) 



I;q [1,; j:1il7J :とおけるテーダマツとスラ y シュマツのごi♂去終過について (l)('l，'lll' 都築. 16，ノバ) - 17 

はスラッシ 1 マツを伐採跡地と ;~1Uf ，̂ j泊、地 1と筒抜もした以fu スラッシコマツのがJ高:l 1ミ lては大きな廷が認め

られ， 円 111 はfI)J りかで j止ないが 3 ，jド11'. の、[1 1句もj刊で Ijíj守þí の 79cm ，ごす、j し， 後'IIは 171 cm であ「たと

報イレごいる〈

2. 樹幹析鮮による幼齢林の樹高曲線の推定

ミ川!i I ，(il、験出口〕スラッシ .;:_).7 ツとテー夕、、マツについて I~il;ぷ試験J[il設定までの生長傾向を解明する

ぷ〉多 11 '['1[:0) スラッシュマツ 81 本と， 15 {j 生のテーグマツ 63*を伐倒j し，樹吟肝針!をったの

rJù 樹お{の !ν↑\陥 5 J,r, 10 年， 15 年(スラッシコヴツは 14年の平均経，高lとj主 {Tてと主豆の 1 1，下分

を氾 !jlll~ ， 15 "t"J:O)ネt'Jí奇怪， \17均悩j 内として表示〉における平均 lJJ: i也 、!と}ノ Table 10 {と示す

亡
、J

10 

Tab!巴 10 テ F ダマツおよびスラッシュマツの体lî~ì5j íJ千五JI8:1主) ~\FJつ制河と馬主

(須}I! 山試験地〉

ノ~.f:
~. 

Avera詰e di乱mcter ， hCilミht 註nd thcir standard dcviatlon of sl乳sh pinc 

and loblolly pine iな evcry 5 year出 (Su立aw乱 yama)

テ「ダマツ ;λ シュマツ

Loblo11y pine pme 

0.01cm 3. 65cm 

1. 29cTIl 1.61cm 

2 , 70r孔 ヌ固 8?m

0 , 69m 0 ， 70註1

(199.8%) 9, 99cDl (189.296) ヲーペ6cm

九 68cm ヌ.23cm

(129.6俗) 6.35m (130.296) ム 38m

1.01m 1.09m 

(1 日 6 '76) 3. C17cm (130.8%) 11 , 90cm 

4.62仁 111 .3, !つcm

(102 , 296) ß , 891ll (10:1.らクぷ) 9.00m 

1, ~) 1 nl , 41m 

一一一一一一一一一一一一一一一一一

(119.996) 16. 67clll (12~ 園 2%) 17 ， 2?crτ1 

3。己 Icm 2.03cl1l 

:20 年

ロ 抑制) 10 , 36m (98. 明) 11 ・ 81m

l 標準偏 1.63m 0 , 69m 
Standard deviation 

i主) ( )戸l のRH~向は土佐西部地方アカマツ林分収穫表 OtM立 1 ，%')との対比。

Note) The f�ures in paren!hesis show the growing percentage of two foreign pines which are based 

on lapanese red pine's yield table in the western part of Kochi Prefecture (Site c1ass 1st) 
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とおりである。

ζ の試験地で，両樹様rmlと1:.長差がほとんど認められないことは，林齢 5 {!', 10 !f., 15 {手における胸

高直径にたiする樹高曲線与をノょした Fig.7 からも斑解できょう。

3. 3 試験地の直径一樹高曲線の比較

3.1 IIlLi 1試験地

内山試験地では植栽後 5 年間樹高測定を継続したが，それ以後調査は行われなかった。

1968 年 2 汀に雪害そ受けたが，被害がlfll復した 1974 年の林面白 13 年生時に，各植栽密度区 lこ 10m 11iijの

(m) 

¥ 5 

:l 戸ゴゴJ:J15年
~5年二

一一一一一2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 

直径民主 Diaげ円 er class [c哨)

Fig. 7 須川山試験地におけるスラッシコ 7

ツとテーダ7ツの直篠階別樹討曲線

Height curv己 for loblol1y pin巴 and slash 
pine by stand ages in Suga、wa-y旦lua

Exp巴rimental For巴st.

(m) 

fj d〆i

2
 

樹
一
一
品

8 10 12 14 16 (cm) 
長役 Diameter

Fig. 8 IIhÙJ'式験地lとおけるスラッシュマツ

林齢 13 年の植栽密度別総i百曲線
Height curγ巴 for slash pine by plantｭ

匤g density at the age of 13 in En-zan 
Exp巴τimental Forest. 

Table 11. 立木の状態別胸高高径と樹高の平均値仰との川 l遣の)11谷 111試験地)

Av巴rage diameter and height that is based on conditions of 
standing trees (Matsunokaw且-yama)

樹種
Spεcies 

Slash pine 

(1.2) 

(1. 2) 

(1.2) 

(1 , 4) 

3.9 
(1.0) 

注) ( )内の数値は平均値の僚準偏去を 1974年12月調査

Note) Figures in parenthesis represent standard deviation of mean value. Investigated in Dec吟 1臼74.



阿国地方におけるテーダ7 ツとスラッシュマツの!J.lミ経;品についてひ)(吉凶~ .ÿ;ß~・佐竹) -19 日

JJjj 状標準地を 2 本設定した。

恨;は L必1íUxjjljの，帯J)\t;jペ，Iii白を合ヰコせて直従階見IJ の紛 ;';;j IJ[げJみをJためと〉と Fi宮. 8 のようになるの

との試験地l主流述の Fig. 2 Iこ示すように生佐々が脳出に低し、 L撲のため， Table 4 iご示すように科

三にの樹高生[ミ i;J:!Jßめて悪い。

また高密度反は低密度lぎよりもことJî~条件が劣るため噌 お住民が11~ く， Fig. 8 O) [I'C係 樹高山線をみ

てもわかるよっ iと 3 直径 9cm 以 l二ではî~tr:jが{尽くなっているつ

3姐 2 似の川遂の川:谷山試験的

1974 "1'-9 月の台風の被害により， 1972 年にこれまで被寄の比較的少ない場所に設定した B か所の標冷

地にも多数の風I.flJ木が発生した。

そとで際準地とは別に波容満塁王を兼ねてP テーダマツとスラッシ土?ツの谷区iζ? ラインを I[j頂よ!) 111 

鎚lとか:ナて 2 ホ;設定し p ラインを中心lとして，そのたfïの周子IJ 2 jト、を悶 iをした G 査結 'fH士 Table 11 の

とおりである。

立た，スラッジ L? ツとテー夕、、マツの正常本の訓示ÎI出品川土 Fig. ヲのようになり，スラッシュマツに比

べてテーダ7 ツの樹高は? 直径 5cm まではスラッシご"C(ツより [J立にあるが;] cnl 問、降は逆になって

いる仁

まだ p スラッシュマツは， j亙筏 5 cm �) Lではテーダマツより良好な生長を示しているの

つぎに，スラッシュマツの l九篠ー一世高山線を密度別にみると， 1 ， 000 木医， 2 ， 000 本 [x ， :3 ， 000 本氏は

ほぼ近似しているが， 4 ， 000 木区のみはヲ ζ れらに比べて低くなっている。

スラッジ，""7ツの 4 ， 000 本区とテーダマツの樹高がほくなった原悶は，これらの試験区が{也の区に比べ
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Height curve of loblolly pin巴 and slash pine thos巴

are based on planting density in Matsunokaも.va-yama

Experi口1色日tal Forest. 
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(cm) 

20ド

@ 

。

凡間

jlJjF 
汐グ

Fig. 10 3 試験地における林!品目年のス

ラッシュマツ，テーダマツ樹!日i 直
径曲線

Heigh t -diamet己r curv巴 of loblolly 
pine and slash pine 乱t the age of 13 
in the three experimental forests , 

より;'ffi\街地に位置していること，土壌条件が劣っ

ているためとÆまわれる。

3.3 須)11 rll試験地

須JlI rll試験地の 14 年生のスラッシュマツから

81 本， 15 年生のテーダマツから 63 J択を抽出し，

t03幹析解を行い，同j樹種の林齢 5 年， 10 年フ 15

f午の林齢)}Ij樹高曲線を推定した。結果は，さきの

すable 10 1乙 jJ~すとおりである。

3.4 樹高一直径曲線の比較

3 試験地の樹尚一i在径曲線を比較するため，ま

とめたものを Fig ， 10 に示す。

樹高一直径dlJ*泉は地位の思い程 t位iC位置して

いることが，とれまでの収穫表等の調製過程から

判汚しているので p こ ζ では3 各試験地の地位の

良否を樹高 直径的総で比絞するとととした。

したがって，樹高一直従曲線を比校すると，スラ y シュ 7ツについては，松のJ 11道の }II谷山が最も上位

に位置し， ついで円 IÜ と近川Ji_jは途中で交去しているが円 1 LIの方が総体的に須}1101より高く表われてい

て?地位は逆になi川|山が比較的よくてヲついで円 11)，松の川道の日 l谷rll の jl~'i となっている。

また，テーダマツは円山試験Httにはなしな{) 1I111試験地と松の川遣の )11谷山試験地との樹南 区筏曲線

の比較では，須川山試験Jti~が低くあらわれ，生長は須川 ~LIの方が良好であるととを示している。

さらに，須川山と松の) 11遣の川谷11J の試験地ごとの;fM，極|同の地位浮ーそみると，松の川道の川 j宇山試験地

はかなり大きいが，須川Li-l試験地は小さい。

(同

161 

14 

12 

}:1O 
団

主日

韓首 6

ム
高

2 

Fig. 11 テ F ダマツ(植栽地臼本)，スラ

ッシュマツ〔植j陵地日本および北
米〉とアカマツ(槌栽地日本〕の
林[輸に対する平均樹高店長

Averag巴 height ετowth based on 
stand age of loblolly pine and 
Japanes巴 red pine plant邑d in the 
domestic experimental for巴sts and 
U固 S.A同

4. 3 試験地と他試験地の樹高の比較

林野庁8)引が行った国内に植j之されたスラッシ

ュマツ雪テー夕、、マッヲおよびアカマツの調査結果

を用いてフリーハンドで推定した。全国平均の樹

高生長曲線および|可様に求めた北米ソョウヅア州

ワット/レ試験地の樹高立長曲線10) と，との 3 試験

j也の樹高生長傾向とを示す Fig. 11 を用いて比

較した。

まず多 円山試験地の 13 年生のスラッシュ 7 ツ

の平均樹高は 2 臼木国産のアカマツよりもやや低

し円木岡内に値栽きれたスラッジコマツよりも

約 3 fn，北米のスラッシュマツよりも約 6m も

低くなっているが，とれは生産力の低い株主glと植

栽されているためであり p したがって生長もあま

りよくない。



間 l辺地方におけるテ日ダマツとスラッシ ~L ?ツの斗;訪日叫についど(1) (古川 z さ11f44 ・ G 竹) - 21 -

っさずに， ，{-公の )11 道〔山 11 主主 r1J試験HiJ，(}) 11 fト生のスラッシ'7ツの平均樹討は， 北米のものより約 4.6m

低く， また，lli]内 iこ総裁されたスラッシ斗マツと比較しでも約 2m イh\;lj 、が，悶践のアカ 7 ツとほぼ同じ

であった。

これら 2 試験i也がp 土壌 Bc ， 深度 I'IJ じ lL'1法的年店主ノJの r{い， IJ，j)iìrにありながら 1M尚牛長が77 るの

は~ ~J_\)~主上Uカ\H¥¥Htr 1 ~lにあるためと Jよ[わ'Ìc る。

ま fニ，ノIM~i年析WI~- で j邸主した浜川 ILI試!狭山のスラッシュずツ p テー夕、マツの、|ん出も ;11: /1::0) スラヅシコ

マツに比して2 いずれのノトト位，~，とおいても低くなっている。しかしヲ三f: j;;[-'ILKj と比較してみるとデー夕、手ツ

は 5 年生ではほとんど差がなかったが2 杯出(;がくなるに bこって払はかなり íf~ くなり 20 年正にでは，

その設はネJ '1111 コている。

また，スラッシ J ツは? テー夕、マツと凶織に 5 年よ上ではこ令:LiSI干 J:~ iζ 認しし、が， ωi交次郎 lこ附りはノ〈

きくなる傾向がみられ，その差U 20 年生でがJ 0.3 m もあり， ほほ全!日平均に近い引対関 ríù奇心 3 も ω と

忠、ヰコれる。

III 

1. 

スラッシュマツ p テーダマツの料らどは， ;llJ )，11営林局アカマツ刊行i去をJLI いて1iってさたが， \作7円も

幾分兵なるので削除JliJY~ で ω1 l"l 1Jとよおよび J!;J山林うよから主" 1 の優勢本号 スラッシーJ マツについては

81 ぶp テ F タマツについては 69 水を伐似し p 区分;J<:. .L'i で求めた材偵をJjJ し、て p アカマツ料脳炎の迎f)長:

の l険を行っ f}O

区分水浸で求めた材偵をう己 X， アカマツ判位」てから之kめた付私企寸笈i三 Y としご次斗l:;をあて

はめた。

Y ai-bx 

[;ti)十ノえすれば， Yニ x すなわち ， aC~O， か=1 となりヲIfirjト~Hヨ心材棋がプカマツ村柏去を汗j いて偏

りなく ~~C廷ケどきる ωで予 j'，iHI!\Uiお~ a=(), b=l を+え;1ごで枚討した。

F=o (持 2) \
j
ノ

4
1
1よ(

 

• • 
'
 

)
 

0
j白
“ 、

、1i
'ノl

 

x : j! ð樹起の 1>< 王子求ぷ[による付涜

Y: アカマツ札結表によるね店

この結果9

スラッシー工 γ ツ F~3宮 05)=3.11

テータ 7 ツ F=36. 06) <3.14 

となり，いずれも危険本 5 ヌジで F じo (，1\:1土台玄となり 3 川県仮説は成立しはいので， 'tf*一元の筒川I:~ ではア

カマツ材表{之内借;猿ともコナニ:r1'1 を lj-えるここから新たに村前;;!i(吾作成 rるとととしたり

2. 材積雪更の調製

2.1 資料

前;泌主した主資2料fだ三けでは半本材~{涜f予T._?表支 f作ノ午川ドJ成点f資;ヱt料と し一てご口lは止司不ミ什l

年的のL皮ぜ件内11直在裕'樹 ["'-'J，皮内トイ罰を求め， こわを皮付のイ[t1'~'と換算し，材活表作成のドオミ:とした。
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2.2 皮内直径F 材積の皮付の値への換算

標;t:iての況在における皮内直径，材院をIXNの値iと換算するため，スラッシュ 7 ツについて次の 4 式の

適合性を比較した。
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Y ニaxb

Y =aebX 

b2 
Y ニαx b1e-i

エ:皮内の在任または村積

Y:)支付の立役または材積

この結果， Table 12 に示すように直径，材積とも (2) 式の残差分散が最も小さいので P この式を採

用するとととした。

テーダ7ツは，資料の分布状態がスラッシ'， 7ツに似ていることから，各式の適合性の比較を街略して

(2) 式を採用し!交付の{直を求めた。つぎに各標本木ごとに， (2) 式からの偏差が (6) 式ご求めた棄

却得を越えるものを異常資料として棄却した。

夫験式
Exp巴rimental

巴quatíon

Y=a十 bx

Y=ax� 

Y=aeb.T 

Table 12, 皮付直径と皮付材積の推定(スラッシュマツ〕

Estimation of diameter with bark and γolume with bark 

(Slash pine) 

l交付直径の推定
Estimation of diameter with bark 

推定式
Estimated equation 

DBニ 0.3162 -1ト 1 固 1346 Di 

log DB=O. 0955 十 0 ， 9710 Iog Di 

log DB=O. 6124十 0.1013 Di 

log DB= 0.0442 十 1. 0082 log Di -O. 1山会

0.1006 

。園 3972

0.1769 

f支付材績の推定
Estirnation of volum巴 with bark 

Y=a+bx 

Yニaxb

Y=aeﾒX 

ヲ 2

Y=axﾒ1e-� 

推定式
Estim品ted equa tion 

VB=O. 0010+ i. 3069 Vも

log (γB ・ 103) =0.8122 ト 0 ， 976210g (Vi" ICり

log (VB ・ 103) = 1. 1 ヲ 48 十 O. ∞26 (Vi 噌 104)

log (γB ・ 103) =0.1074 • 1. 0040 log (Vi ・ 104) 十 2.

6.3212.10'5 

6.3821 ・ 1 O~-Ô 

3. 6623 ・ 10-3

6. 6002 ・ 10'-5

注) DB 二皮付jj'[j辛~ Di'，c-;-:l支内店従 ， VB二五足付材積， L1 皮内材積。

Note) DBニ Diameter with bark, Di 二二 Diameter without bark, Vn ニ Volume with bark, Vi二 Volume without 

bark. 
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y. 推定lil[， x: 矧苦IHι

スラッシュマツでは 6 本を呉市資料として禁去りしたが，テー〆?ツでは 1 本を采よ;'[J した。

したがって前者については河本の様本そ用いてp 反(，j lむ{壬および材の抗日式を ]1] 計算したものを

Tabl邑 13 iこ7];;:す。

十~ft，'に換算したものをそれぞ、れ 1材績を!支イ，iTUi茎s10 午前 0)皮 i!~ l白径，

:本の標本木として，スラッシュマツでは 228 本，

この地定式を用いて 5 年前，

テーダマツで\，3: 195 ぶで材結表を作成する ζ ととした。

材演式の検討2.3 

前述したように z スラッシコマツでは 228 ;払テータマツでは 195 本の原木にヲ次に示す 4 磁の村駁式

号をあてはめ事推定結伎のよb岐を行った。

.( 7) V~a+b(D2H) 

(8) γ =a+bt1I+ん刀2-I-b3D2H

.. (9) V=10αDbllIο2 

H: 樹 {IiD : Tt't{ムγ: 材積 9

テーダマツでは (7) 式の推定結l3t iß .rtいのTable 14 !と示すように?スラッシヱマツでは (9) 式，

とれらの式を村依式としてt二月]した。で，

i行使級ごとに求めたは積三えを上七校つぎに直径紋を 6.5---10 目 4cm と 10.5 cm Y)、との 2 クラスに分け，

[自律級日lj(と付税式を

Table 16 のように求め材積表を作成することとしたc

さらに 3 凶;径紋の治 (lOcm と 11 cm) で不述総となる 111分は 3/，\'[i.rc._!訟で子治化した。

Table 15 のようにいずれの彬径も分散に有必なえーが認められるので，したととろ 9

村崎}-\えによる算出{院にi)(式でオくめた修正係数を釆なお，スラッシュマツの材お式は対数式であるので，

じた-fTI宣を判積:&11直とした G

T乱ble 13. 話去IJ 交の山 HI丘保 J父 i、l 村のfl::式

Estimated equation of diamct巳τwith bark and volumεwith 
b乱rk after rejection 

私I 位i JJ'l 抗E ヒ式
Species Itcms Estimat母d equation 

0.0687767 ρB=0.283367 十1. 13518ヲ DiDiamet己T

。口0002562VB =0.001451 斗1. 294888 Vi Voluffi巴

0.101558 D lJ =O.076MO十 J 1¥¥018 Di Diamet巴r

注) DR~皮付直係， Diニァ皮内直径 ， Vβ ~~U乙イ、j 材J僚 ， Vi~皮内材積。

Note) DB.~ Diamet訂 with bark, Di= Diameter without bark, VB~ Volume with barlι Vi= Volume without 
bark. 

0 , 00000630 vβ="0.OOD969 十1. 197 é之c L/1 V璉ume 

/,? 

テーダマツ
Loblolly pine 
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樹種
Species 

スラッシュマツ

Slash pine 

J休業試験場研究被告占 第 313 ,'j 
Table 14. 迎 j刊実験式の決定

Det巴rmination of applied experimental equation 

一一一 一一 一一l一一一一一一一

実験式
Experimental 

equation 

推定式
Estimated equation 

残差分散
Residual 
vanance 

V=a十 b(D2H) Vx 106 =, 3762. 522十拘置 32669 (D2 H) 0‘ 815015 ・ 10-5

Vιa+b1H十九D2 ト b3D2H I Vx 10.ニー 548/.925 十 906.324 H 
十 166 ， 5246 D2 
十 20. 00423 D2 H 

0.14658.10"1 

i V= 1Oα I)lJ1H Ù2 Ilog (V.l06) =2 , 045274 十 1 ， 9018134 , 0.559065 ・ 10-- 5

テータマツ

Loblolly pine 

Hi 
Speci巴S

スラッシェ 7 ツ l

Slash pin巴

テーダマツ

Loblolly pine 

テー夕、 7 ツ

Loblol1y piロ巴

V=a十 b(D2J1)

V" 10αDÙ1Hù2 

log D ート 0.6340184 log H 

Vx 1 06 ~， 40L,7. 378 十 36.64814 (D2H) . 0.252950十 08

Vx 106= -13199. 04 → 19ヲ 5.8/3 H 0.746927 十 08
十 156.6253 D2十 198406 D2H 

log (VX 106) = 1. 913830 十1. 906980 0 , 687288+08 
log D十 O. �764815 
log H 

Table 15. 分散の一様 Jドt の検定

Examination of uniformity of variance 

百 11: 級
Diameter class 

(m) 

5~10.4 

10.5 以上
mor巴 th旦n

5. 5~10. 4 

cnl二10. 0Inofe than 

自P記gr由t巴 ojf長E S131i乙1Il illム和
。f square 

freedom 

124 0.083469 

98 0.037755 

F ニ1. 75> F~~O(O. 025) ニ1. 50 

76 199272876 

115 3712994735 

F = 12.:31 > F~gO(O. 025) = 1.56 

Tahle 16. ぜ1 壬紋別推定式の決定

o巴termination of 巳stimat巴d equation by diamet己r class 

than 

式
cquation 

log (VXI06)=~2.19561 己十 1. 679991 
log D+O. 1950910g H 

log (γX 106) ~ 1. 961314 十1. 902381 
log D十 0.7498391 log H 

Vx 106 ニー 26S6 ， 624 十 ;')3182 (D2H) 

Vx 106= 4906.069十お.39991 (ρ2H) 

square 

。回 000673

O. 000385 

三622012

3/2869J 1 

vanance 

。伺 787636.10-5

O.26;J2L+07 

0, 32;~9ì 8 十 08



凶[民地);(とおけるテーダマツとスラッシ L -:7 ツのj三ぷl'おむについて(1) (古 111 .すíl13長ー位竹) --25 一

]、able 17. ア\ フ ツ 、ン! マツのね抗手足

VoJume table for sl丘8h pine (m3) 

白 9 

4 。 0.004 O. 

己 。 0.006 O. 0.010 

6 o省 0.009 0.014 0.015 

。 E 0.0 1, l 0.018 0 

品 0.011 0.0 ]1, 0.016 o 。や 023; (). 

9 ().()1~ 0.020 0.020 0 回 O:? :J O. 。.028 O. C.032 C. 

10 0.017 O. oヌ 1; 0 目 028 0.031 り.034 0 , 。岨 0.04:3 

11 0 , 020 O. 029 0吻 029 O. 0.038 0 0.0.;1,:) 0 。白 O.OC�7 

)" 。J)三 1 O. O. C3S O. 040 O. り白 O. 054 O. 。 O.06� 

13 。副 027 心 0.04CJ CJ 0.052 O. 0.063 O. 。 0.018 0.08:, 
14 む. O. 0~， 6 O. 0.060 O. C. O. on O. CJ89' CJ. 

ょ 5 。ー 。 CXj3 068 , CJ 。目。日ノ(). O. O. 1021 O. 1051 O. 115 

16 O. ()4_] lコ 060 0.017 0 目 09 ,'3 11 S 122 O. 129 

17 0.046 0 , :J6?' 067 0‘ O勺 ().086 CJ. L入 O. ])] 0.129 O. ¥37 O. 

18 0.051 0.075 0.015 0.086 0.096 0.106 O. [, υ. 0.1 o. ↓ ~)3 0.16ヌ

19 o. 0;)7 O. 083 , 0.033 0ι09:) 0.: 07 0.1 0.129 150 0.160 0 回 170 O. 130 

20 O.O�2 0.09γ0.091 0.105 0.118 O. O. 1 '~2 O. 1 O. 1 O. 1!6 O. O. 1 ヲ3

注) Note) 詑 l 桔 Height Cm) , *2 直径Diameter (cm) 

TabJe 18 てア 夕、 マ 、y (j) ね 4ι ぷミ

Volume table for loblol� pi乱立 くれ13)

0.00)' 0 ∞S 0 。 ω6， 0 町。叫 0.008' 0.009 , 0.009 0.010' 0 仇 11 0.011 

。: O. 0.007 0.007 0.008 0.009i 0.010 0目。 '1 ， 0.012' 0.01 O.Olll 0.015: 0.016 

o 目 0.003 0 , 0101 0.01' 0.OL2 0.011: 0.0; 0.01 0.0:8: 0.019 0.021. 0.027 

7 ! 0.0081 0.010. O. 0.011 0.016 , O. 0.020: 0. O. 0.02:; O.Oﾛj 0.029 

8 O. 0刀 0 01310015I0 0170 0 00(m  C 0320.0.03γ 

ヲ 0.012 0.0' 5 O. 01U~ Cl.022 Cl.0251 0.028 O. Cl31 O. Cl34 0.037' 0.040 0.044! 0. 0~7 

10 ! 0.015 0.019: 0.022 0.026 O.OJO O.OY 0.038. 0.042 0同 0.049 0.053 0.0~7 

11 0.018: O. 。悶 O. O:Jl O. 0:J6 040 O. 045 り. 0;' 91 O. 054 0.053 O. 0631 0圃 067

12 0.021 D‘ 0.031 ~036 ~OÆ2 041 0.0むつ り 0.063' 0.068 0.07:3, 0.0/8 

13 0.073 03ll O. CJ36 O.0/'2 O. CJ48 (l，，~ 0.060 0.066 0.0731 0.0/9 0 司 085 0.09' 

許 4 0.026 033 0.841 , 0.048' 0.055 0.062 0.069 0.076 0.083 0.091' 0.09 i), 1(J:) 

15 0‘つ"838 0 岨 046 O. 054 O. 062 O. 070 O. 079 o. 087i O. 095: O. 103 00] 11 O. 12~J 

16 0 尽 033 0.0ペ OSl O.06l 0.01' 0 , 0.0'19 0.089 0.098' O.107i 0.11/ O. 26; O.lJO 

17 0.0:36 0.047' O.OCiB O. O.υ.089 0司 O. ; o. } 42 O. 152 

J 8 O.IJ40 0.052 0.064 0.076 0.087 0日 9 O. 111 O. O. 135 O. 116 O. 1 心町 170

19 I O. O~ 0.057 0.071 0.031 0.097 0.110 0.' 之:J 0 品 149 163 0.1/6' O.Wヲ

~O 0守口4ヲ 0.063 0.078 0.0守2 0.107 0.1 ヌ O. ; 36 O. J 51! O. 165 ]ilO ,94 , C. ヌ 09

21 0.053 Cl.069 0.085 O.l()1 0.117 , 0.133 0.14守口 ;65 0岨 llil 0 目 198 0.21~ 0.230 

ヱ 2 0.058 ~07~ 0.093 ~ '11 0.12B O. 146 ~ 1 己3 0 , 181 0.1 ヲ 9 0 司 216 0.234: O. 2~2 

23 ! 0.063 O.082! C, :Ol' O, l20 O.14C 0噌 159 1 O. 78 O.197i 0.217 .736 O. O. 

24 O. 063 , O. 089' O. J 10 O. 13ムCl.l 0.173 0.94 0.21S ;:乃 6 O. 256 O. O. 298 

25 0.0730.0960.119 0.H1 O.IM 0.187 0.210 0.232 0 悶 255.δO. ,301 0.313 

2(，仏153 o. 177 0.202' 0.226 O. O. O. 0.32;:';' �.349 

i:l:) Note) キ 1 珵J;iJ� Height (m) , 必 l直筏 pìameter (cm) 
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修正係数 f= 守口宮 ln 100'2 

σ; 対数による残差の標準誤差

このようにして作成した材積表を Table 17, Table 18 に示す。

W 被害

1. 鼠害

勾・@司・ 2 目 a ・・ (10)

テーダ?ツとスラッジJ_ 7 ツはョÝ;iJ齢期においては地主部の生長の I!I盛さに比べて，地下部のそれは貧

弱であり，そのため風による倒木の後客が生じやすい。

したがって3 台風の影響を強く受けるわが国の南河i沼地点では， ζれらの樹種の幼虫fi林において風害に

よる伊j太が多く発生しB これらの樹程を造林する場合z 最大の問題点となっている。

坂口 11) と吉田12) は風街地以外でも，風の吹き抜けるような林地iと j副えされた立木は，樹高が1.5 m 程

度lと達すると風伊1]*の発生が多くなる。とくに樹高生長のすぐれた，かつ葉量の多い多いわゆる優良ホ:が

風倒するととが多い，と指摘している。

乙のような風による被害報2?をふまえて，山IT~の 3 試験地の ffiV言の実態を見ると，瀬戸内海地)jの円山

試験地は，位置的にみても強lili の比較的少ない地域で9 林齢 4 it'生日告の l自65 年に襲来した台風 23 号， 24 

号による風害を最後に，風による被害は l1î夜までほとんど発生していなし'0

しかし，太平洋側にある 2 つの試験地は土佐湾から直接風の吹きつける位置にあり?なかでも 145の )I[ ì:置

の川谷1I1試験地では2 これまでたびかさなる台風の襲来により大きな被害を受け， とくに 1974 年の台風

16 号により潰滅的打撃を受け，目下試験地としての今放の取扱いを検討中である。

一方，須)I[ Ll j試験地では植栽後樹 1:il;1. 5m 程度になったころから風害による倒木が頗発し， その都度

倒木起こしを行ってきた。試験地設定以前の詳細な記録はなし林業試験場が調査を担当するようになっ

た 1960 年の林齢 6 年生の時点で， イ封jホ:の発1:と同時に樹幹の折j員がみられたが， その後のj武による被害

は軽微である。

試験地設定後台風の通過のたびに発ことした 3 試験地の被害の状況はF 試験地別に後掲の Table 19, 20 , 

21 fこ示すとおりである。

林治 11 ifごろになると， これまでの仮谷が立本の根孟から倒れる風倒iであったものから樹幹の冶Iゃか

ら折れる樹幹折と変{じしてくるようである。

被害状況は Photo. 1 のとおりで2 このころの波-，与は正常によ[:長した抜i干すが折損することは少なし過

去に {"J らかの理由で二また木，三つまた木のような俊欽の樹衿となった分岐点からの樹幹折が多くなる。

2. テー夕、マツとスラッシュマツの根系調査

民主の有無による恨系の相途を，活)i[ J[ i と松の Jlì道ω)I[ 谷 111の両試験地で z 代表的立本を選び|長系を観

察した。

浜)i[J] jの林齢 7 年生(1963 年 3 月現在〉のスラッシ斗マツ， テ戸ダマツの[出 lとは， 絞系の形態lと特徴

的な i主いは認められず，テー夕、、マツについてだけ健全木と歩風!到{支支住を立てて回復させた立木の松系を

Photo. 2 Iと示した。

j武容を受けなかった立木は直恨が発達しており，具害により倒伏したものは， 1庄松が曲がったまま側方

l亡伸び樹幹を支えている。



E
区
笹
川
古
川
合
一
浮
か
中
l
h
ロf
μで
に
什
一N
W
1
い
\
いH
4
4
に
も
u
h
T
H
州
議
山
伊
予
門
、
)
「

J

パ
(
同
)
(
吋
ヨ
・
日
古
川
部
・
許

3
)
i
N
叶

Table 19. 須川山試験全1也における台風による被害状況

App巴呂rances of damage by typhoon in Sugawa-yama Experimental Forest 

縞栽 1954 年 2 尽 Planted in Feb. 1954 

←町
一 ρ

ノ'J

Remark 

b前

訳被 '8 7¥.: IJ~ 
健全木It日m of damaged tτεes 

l N u ;;「bE 士円 Sou凶1
Fa11巴nム tr己巴s Sn 臼乱一pp巴d tr記esin vesti- ~ --..~.. -. ~~~ 

gated J- ':E'Tl A -1- �9r i -':ﾈ'11 6. I 
trEES 14i 数割合 i 本数 i 書hf7! 本数 I ',liIJ (1 

Numb己r Ratio Number Ratio ! Number 
(本) C'Í~) (%) (木) i (労) I (太〕

l.4 102 7, 312 .7, !,ó4 

Age 

t 

(今〉

i 小l
一
段

Species 

樹

Sep. 
No. 23 & 24 
1961 年 9 ノ」第つ
Sep. 196L 
No. 2 lV 

1963年 B
Aug.l 

\964年 9 片
S日p. 1964 

7Q 

90 

21 口

O. 己

0.4 

0.3 

32 

24 98 

93.8 

98.9 

6, 367 6, 478 q 
テータ 7 ツ

Lo bloll Y pill C 

2.5 

o 

S巴p. 1 ヲ65.
No. 23 & ::>4 

54 ヌ_ 0 

9 

43 

0.3 

O. 5 

も

1 j_ 

99. /, 

97.5 

2, 307 

2.074 

2, 322 

2, 128 

9 

10 

スラッシュマツ

Slash pine 

6.3 つ
υ 一6.1 30 0.2 

よわ め傾斜*と柏拐木は但l本として処民?したの

Note) *) In this table, slanted trees and dead are treated as fallen trees. 

~63 



N 
00 Table 20. 松の川道の )11.谷 11)試験地における台風による被 f害状況

Appearanc巴S of damage by typhoon in Matsunokawa-yama Experimental Forest 

植栽 1961 年 3 月

害ホ f人J
I tem of damaged trees 

木|枯損木|令 計
t附s i Dead tr巴es Total 

割合!木数|
Ratio INumberi 
(約) I (本) I (あ)

I 1961年 9
5.61 Sep. 1961. 

NO.2 

360 88. 3 I 1，963年 B 万台風 9 号
uu. V I Aug. 1963. Typhoon No. 9 

I 1965年 9 月台風23.24号
人 462 i 86.5 I S色p. 1965. Typhoon 

I No. 23 & 24 
1974ij� 9 月

20.0 i 76 63.4 I 104 86.7 Stand app巴aranc巴s as of 

一一一一一一一」一一一一一 S盟二 197士 一一一一一
1961年 9 月第 2 室戸台風

2. 5 • 9 O. 9 69 6. 7 S巴p. 1961. Typhoon 
No.2 Muroto 

3 舟台風 9 号
Aug. 1963. Typhoon No. ヲ

1965年 9 月台風23.24号
42.2 : 221 8.2 I 1, 845 68.7 Sep. 1965. Typhoon 

No. 23 & 24 

351 6.3 1ム以 o I 302 I 54.4 470 I 84.7! Stand sppearances as of 
1974年 9 月の林分状況

I Sep. 1974 

?主) 丙樹種とも 1974年 9 月の林介状況(林齢13年〉は， 1965年 9 月台風23 ・ 24号の被害調査以降 !C襲来した台風による被害の集積結果とも考えられる。

Note) It may be considered that stand appearances, for both species, as of Sep. 1974 represents snm of damage by typhoons since Sep. 1974 
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四国地方におけるデーダマツとスラッシでマツの tjê長経過について(1) (古 i11 ・都築省佐竹) -29 -

'fable 21白刊 1I1 試験 li!l における台叫による被守1 状況

Appearances of damage by typhoon in En-zan Experimεntal Forest 

相栽 1961 iド 3 月 Planted in March 1961 

私J 陸

Sp巴Cles

スラッシュマツ

Slash pine 

j!ìJ官

Species 

スラソ:/ーマツ
Slash pine 

制荒木数

林

A只e

〈年〉 (本)

2S5 I 

4 '/?O 

約 j員木
Dead trees 

健全木

Sound trees 

11;5 L,O.O 

イ ， 1168

ムラi

'1、oLal

シド 絞 l 
Number 
(木) (%) 

! I 

302 

4 円、) 15. ,g 

52 1.1 

Remarl王

100 

25(; I 

一守コ〆

λち

39.2 

~ 

しかし， ltli~1の発注しているものでもアカマツやし 5}4 なりヲ{羽根が強大になる傾向が見られる一方，過

去 lと倒{えしたものは生長がかなり劣っていた〉

またフ 必の川澄の )11 1'平 íLI試験11JHどおける恨系し Hi始 2 もの 196:~ 斗 8 汀の台風 9 による被守

調査と技庁してfî つだ L

Photn. 3 はスラッシコマツの根元l乙ロート ，U，のえぐられた:てができて傾斜した例を， Photo. 4 (C (1 

テーグマツの!í;lj木の例を示した。

両者とも樹高は Llm で￡

:l. 雪害

持古のノかない日陵地方だが 3 it主総W~のうち ζ れま ~-c 主'i' l t ;-を tラげたのは円 rLí試験j;[l だけであるつ

さゴ害 (;t 1968 年 2 JHご発生し， 海抜日 100 .200 m にある円 111試験地(，こも 40. ノ50cm の積芳があって，

法験j也付近7)アカマツの古木の伎や).j柿のスギ，ヒノキの樹幹が冠雪主:こより(t(íイけしたり折損した。

また， 冠'17ff吾竹休にもかなり売生していた。雪引の内訳~; Tョble 22 のとおりで， flええ存状況は，

Photo. 5, G, '1 I とアJて t とおりである c

三言古プを止当時との林分;土 7 Ijニ生で p 土壌条 (/lA も悲し 立オくの山長も Jお待されるほどのものでなかった

がラ{也Ø[心険地の例から判断して， Jirt~ (， C){J ヲる:ilWdif:も ll~ ~;{~ H<J ;';すまりと定した村、うょになったと思われる I時

期であ勺た。

雪害による試験地すと外;の傾倒不は 8296 (，C. i主したが， j) lm 本は1. 3あと少なか Jご。
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Table 22. 四条営林署円山試験地におけるスラッシュ 7 ツの雪害状況

App邑arances of damage for slash pine by snow fall in En-zan 

Experimental Forest 

柏(栽区分

Planting 
density 

1 ， 0∞木区 600 400 もも‘ τ 1.7 410 68.3 

2 ， 00C 本区 1, 000 800 80, 0 1.5 815 81.5 

3, 000 *区 1, 300 1, 000 76.9 20 1.5 1, 020 78.5 

2, 300 2.100 91. 3 i 25 i 1 2 ‘ 125 92.4 

言i
Total 

注) 1) 被害木のうち傾倒木のほとんどが引き起ζ されている， 2) 木数の全てが概数。 3) 1968年 2 月前盗。

4) 林指令 7 年。

Note) 1) Most of s!anted and fal1en trees have been restored to the origina1 state. 2) Number of 

trees show in approximate numbers including damaged trees. 3) Investigated in Feb. 1968. 

4) Stand age 7 years園

4, 300 84.0 

4. 病，虫，獣および霊祭害

3 試験池のテーダマツおよびスラッシュマツとも

発生しなかった。

被害の内容を示すと次のとおりである。

ったが防除右必要とする諸警は現在まで

4.1 虫 H
Lコ

ι
-
e
 

3 試験地とも 7ツノシンマグラメイガによる新校条と主幹部および，'7ツヅアカシンムシによる校条部

への軽微な被害が認められた。

その他p いずれも微寄であるが，松の)lli註の川谷山試験地と円 rLJ試験地のスラッシュマツにあぶらむし

類s マツカレハおよひ、小が類の寄生が観察された。

4.2 J内 ~ð

松の )11道の川谷山試験地のテーダ7 ツに断定できないが，すす葉枯病(病原菌: Rhizosρhoema kolkkoがり

によると思われる葉枯症状がわずかながら認められた。

円山試験地のスラァシュマツにも 9 すす葉枯病とディプディア病(病原菌 : Dirlodia ρinea) によると

恩われる， ~葉主の

しかし，いずれもが発生の翌年に lは土白然 lにこ 1詳消F百j滅したO

4.3 獣守

野そs 野との寄は 3 試験地をつうじて侍織であった0

4.4 ~華客

松の川道の川谷山試験地と円山試験地のスラッシュマツはp 植栽 1 年目の冬に葉端を枯

を受けたが，これに起因した枯摂木はみられなかった。
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V 車ち

1. 樹高生長の分析

スラッシコマツの幼附JlJj 日)樹高!l:Jkを， flJILI と松の川i誌のノI11 谷 dJtとついてみると 2 両試験ttll とも布i'i;f先後

1 ~-- 2 年はそれほどのたは認められなかったが， 30-ド回どろからはこu護条件の劣っている円山試験地の方

が優位となった J とれば松の川道のノI11お山が胤街地にあるためである。

テーダマツの {JJ齢期の村長lとつ 1 ， ，て，松の川iEの川谷iJ IO) 子 F ダマツとスラ 'J :ノヱワツについて比

較すると，植栽後 1 ，-~ 2 年まではテ p ダマツの'1，長の方がスラソシコマツ上り良好で， :i 斗二どろからスラ

ッシュマツの方が優位となった。

とればテー夕刊?ツの:Hがラスラ/ S.ノェマソより風街地(:::{，'[ ìおしているためと思われる。

また， !'] Li 1試験地のスラッシュ 7 ツ 3 松のハ l道の川谷 1[1 0) スラッジ]_ --/ツ，デーダマツの 1 年生，~ 5 年

生までの林齢別平均粘与をラ関東以、市の試験}~liC lli'i裁されたスラッシ，_?ツフ テーダマツ 3 および口木pì'~

マツ叛，北米スラッジJγツ等の比較で :1 ， :1{~の I11泣の )111下 IIJのスラッシュマツとチーダマツは長ドf\L

iC，円 111 のスラッジ マツば中{立よりやや低い位置!とあった。

ヴん須j!J 1I1 のスラ';1シニi マツとテーダマツの yJJ齢林の樹高曲線を1討中川斤解フ1てにより社定すると 2 スラ

ッシコマツとテーダマツの fifJ fとノヰ三はほとんどみられなかった。

つぎに，は高← i在符 11 ↑i 線は地イ立の恐いほど l1ìnr位置しているととから? 3 試験地口〕各樹種の樹高 罰

径曲線で地{立の良否を制べてみると，スラソジ立マツでは松の 111 iìl の)， 1 谷 lLJが最日むとf立 1ノ，ついで円

山，須)i[!l lの阪になっている n

また， ~11 )1 1 111 ， 松の川道の川谷 IIJのラーダ7 ツでは，須川|山の方が低く表われているつ

さらに~ ~E川山と松の )11 巡り))IIZ~I ]jの試l験j也ごとの桜府間!の地位廷は須川 I lJ !t少ないが， -t~の )11透の )11

1ゴ山の地位差はかな匂大きい。

つぎに，関内 Jと植栽されたスラッシ L マツ 3 テ~ダマツ 9 アカマツの調究結果を用いてアワーハント~ど

推定した全国平均の樹高生長曲線，および同様lと求めた北米、プョウジア川ワット Jレ試験地の樹尚一生長曲線

è ，との 3 試験池の樹高ヰJえ傾向とを比較した。

ζ れによると， 13 年/主の円 1I1のスラッジュ 7 ツのγ均1訪日は， 日本;悶庄のアカマツよりややほく， 口

本国内 (C杭紋されたスラソジー?ツよりも約 3m， 北米のスラ、ソジュマツよりも 6m も低い。これは生

産力の低いや H~(こ情哉されている I~こめである。

また， n"Etの 1必のハ 1 i立の川 Z?-LL，の、|ノーとjIt1 ，:，j はjと;jぐのものより約 4.6 m ヲ い l バ:こ楠オふされたスラッシ

ュ 7ツより 2m も低く， 日;1症のアカマツとはほぼ|司じである n このようにとl 政)Jの日い;場所にありなが

ら多樹 i白;生長の劣るのは風符jt白 Jとあるためである。

さらに，須)� I illの樹幹折併木でj'jtAiごしたスラッシ L7 ツ，デーダマツのゴf-J旬開 irJj も北米のスラッシコマ

ツ (CH:ぺていずれの +f齢においても低いが?会l司、|え均と比べると電スラッシ L? ツもテーダマツも 5 年生

では余り三こがない。しかし， 20{r:~ではスラッシ 1 マツは O.3m しか低くなく，ほほ全11~ 'fJ討に jJiいが3

テーダマツでは 4m も{氏くなっている。

2. 立木材積表の作成

テータマツ，スラッジュマツの材記i とアカマツ材記i去の適合度の検定を次式でおとな「た。
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F=(可 2) [竺ぷ十 2L.; 1) 十戸 x2 (b-l)2J
0 ・ー…・ …一一一(1)

2 L.;(Y-a-bx)2 

結果は，

スラッシュ 7 ツ F =3. 93> F~o(O. 05) =3. 11 

テーダマツ F =36. 6> F~5(O. 05) =3.14 

といずれも有意となったので，新たな材積表そ作成した。

材積表の作成にあたっては，スラッシ~"7ツ 81 本，デーダマツ 69 ;本の材積表作成資料lとさらに材積表

作成の標本として追加す芯だめ，これらを樹幹析砕し3 皮内立径と皮肉材積から皮付 l直径，皮ft材干査を推

定する適用実験式を決定するため

Y=a+bx 

Y=axb 

............( 2) 

目 E ・ e ・... ( 3) 

... (4 ) 

…。 (5 ) 

Y=aebx 

Y c=axbl 

について，推定精度の比較をおこない，スラッジ，?ツについては (4) 式を予テーダマツについては適

???性の比較ぞ省略して (2) 式を適用式lと決定し p 棄却1 11? を次式で計算し，

ヂ。士 to _1 (xo三りと
V 托 2:(均一 X)2

… (6 ) 

異常資料を棄却し，棄却後の資料を用いて再度式 (4) と (2) 式を適用して，皮付i在{毛，皮付与は積 l乙

換算し，付積表作成の標本木とした。

ついで，材積式

v=ι+b(D2H) 

v cコ a+b1H+h2D2+b3D2H 

…べ 7)

…。白 E ・ e ・. (8) 

一。一.( 9) V =10aDblHb2 

について推定精度の比較をおこない3 スラッシコマツでは (9) 式，テーダマツでは (7) 式の推定精度

がよく適用材積式l己決定し， tオJ黄表を作成した。

また，スラッジョマツの材積式は対1&式なので，材積式による算出縄lζ次式て之求めた修正係数を乗りだ

{貨を材積表憶とした。

修正係数 f =10古川 10 0' 2 ..，..…… υ (1 0) 

3. 被害

両樹廷とも，幼齢期l土地 iて部の生長ω旺盛さに比べて，地下郊のそれは貧弱なため，嵐による倒木の被

害が生じやすい。

しかし，風容を受げにくい立木は直恨がず主連し，風雪:による 1l':J伏木は [I叶11の ftll がったものが多く，また

台風の被害調査では，風により幹のt良元にロート状lとえぐられた穴がみられた。

一方，雪害は内山試験j也で 1968 年 2)] に全立木の 82労の傾倒木 1 予づの折損木が生じ?と。

虫害として"7'/ノシンマダラメイ力、によるお?校条と主幹部への被:-g.， マツヅアカシンムシによる桟条

への軽微な被害が認められた。

病害としてテーダ7ツにスス葉枯病と忠われるものや?スラッシュマツに葉将司丙とディプディア病が認



[Jq 国地方におけるテーダマツとスラッシュマツの生長経過について(1)(吉I'H' 部主主@佐竹) c_  33 ....-

められたが発/げ河内こ白然消i威した。

その{l~ ， ~定:怖を担1 らす車差出j史 (C 1'~'&を見交けたが， これに起L討する札担オドはなかった。
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On the Growing Proces目。f Loblolly Pine and Sl晶sh Pine 

planted in th母 Shikoku Region 

Part 1 Height growth 邑nd prep畠ration of the volume tables 

for standing trees 

Minoru YoSnrDA (1), Kazuo TSUZU!O(2) and Kazuo SATAKE(3) 

Summary 

Loblolly pine (Pinus taeda L目) and slash pine (Pi河us elliottii ENGELM. var. elliottii) arεthe 

most important and valuabl巴 commercial pille species in the southeast巴rn United States, beｭ

cause of their charact巴ristics of being fast growing, easy to culture and versatile in use. 

The purpose of this study was to g託her knowledge on the gτowing proc巴ss of loblol1y 

pine and slash pine , as the desirable speci巴s for・ short rotation for巴st managem巴nt in the 

Shikoku R巴gion.

This survεy was carried out from 1961 to 1975 for 15 years園

All of th巴巳xperimental for巴sts belonged to the national forest lands, Matsunokawa【y乱ma

of the Susaki District Forcst Office, Sugawa-yama of the Nahari D. F. O. and En-zan of the 

Saijyo [). F. 0 

The replication of treatm巴nt could not b巴 m日de in each experimenta1 forest. Therefore , 

what i邑 presented h巴re is a case study. 

The results that were obtained in 開ch 巴xperim己目tal for己st are 乱s follows : 

1) R且te of survival of seed1ings planted in the expεrimenta1 forests ar巴 shown inτ、乱ble

3 (En-zan) and 1'abl巴 6 (Matsunokawa-yama). 

The percentag巴 for slash pine was 735ぢ in En-zan and 7196 in Matsunokawa-yama. On 

th巴 other hand , the survival rate for loblolly pine in Matsunokaì同町乱ma was 9196，旦nd it was 

r丘ther higher than that of slash pin巴a

However , it 1S di節cult to consider that loblolly pine has a gr己at巴r ability to survive than 

81旦sh pine, but this depended mainly upon th巴 di妊巴rence in vitality of the seedlings betτNeen 

th巴 t、iVO spεcies白

Th巴 survival rate for both slash pine and loblolly pine woulcl be expected to be mor巴

than 9096, if th巴 planting op色ration is done v邑ry carぱully.

2) It is desirable that the brush cutting operatio立 should bεdon思 twice during a growing 

season after th巴 seedlings have been planted in forest lands for a couple years-becaus色 both

of them ar色 intolerant ， especially in their juvenile stage. 

3) In foτest soils of 1ess available depth, both species could not be grown as expected. 
As shown Fig. 2 and Fig. 11, the height growth of 81昌sh pi立巴 in the En-zan Experimental 

Forest, widely occupied by immatur巴 soil ， was fairly inferior to that of the other experimenｭ

tai forests except the Matsunokawa巴yama Experimental Forest, which s巴ver戸ely suffered fτom 

wind damage. 

4) Th巴 standing tre巴s 寸olume tables present巴d here for s1託sh pine and loblolly pinεar母

Received January 29, 1980 
(1) (2) (3) Shikoku Branch Stat�n 
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based on d. b. h. (D) and tr巴巴 height (H). The basic data used to develop these volume 

tables consisted of measurem巴nts from 81 slash pine trees and 69 loblolly pine trees in the 

Sugawa-yama Experimental Forest. Trees with diam巴ters up to 18.7 cm for slash pin巴 and

22.9 cm foτ10bJ01ly pine w巴re used. Tree heights ranged from 4.9 to 10.5 meters for slash 

pin巴 and from 4.2 to 13.1 meters for 10blo1ly pin巴

The standing trees volume tables given in Table 17 for slash pine and Table 18 for loblolly 

pine ar 巴 prepared from th巴 equations in Table 16 

5) Both species are less resistant to strong wind blow, esp巴cially in their juvenile stage , 

they were damag巴d by typhoons in each experimental forest during investigating pcriod. In 

general , number of fallen trees due to wind blow increased when tre巴 height had attained 

more than 1.0 meter tall. And it s巴emB that this tendency had continued until the agc of 7 

or 8 years. 

ln order to avoid wind damagc , planting areas have to limited on1y in the for巴st lands 

in unexposed position. Also, roots of seeclling shou1d not be p1antecl in a singlc mass or in a 

singlc plain in thc planting holes. 

6) Judging from a damagcd case by 8now fall in En-zan Experimental Forest (Tablc 22) , 

it 8eems that slash pine has poor resistance to b巴 put 011 wet snow on the crowns of it's being 

abundant in foliages. 

7) However, it s巴巴ms that thcre are l!O much anxities for diseases, insect damages, ancl 

colcl injury because they clid l!ot much suffcr from thesc caus巴s in the Shikoku Region ‘ 



Plate 1- 林業試験場研究報公第 313 号

Photo. 1 スラッシュ 7ツの二また水の一方が風lとより折れたもの

(須川山試験地)

Snapp巴d fork of pol巴-size slash pine. Forks are caused by 

damage such as insects or physical factors to the terminal 

bud (Sugawa-yama). 

Photo. 2 テーダ7ツの根系の形態

Root form of loblolly pine 

健全木(右)と過去にJill\ íflj木となり引起し支柱で回復させた木(左〉
いずれも，林出合 7 年， 1直径 8cm，樹高 6m (須 )11 山試験地)
Tree age : 7 yrs, D. B. H. : 8 cm, Height ・ 6 m, respectively 
Root of sound tree (right) and recovered one (1eft) , which 
was supported by poles after fal!en down (Sugawa-yama) 



凹団地方におけるテーダマツとスラッシュマツの主長経治について (1)U; 111 .都築・佐竹) -Plate 2--

Photo. 3 強風に It られて恨元ピロート状の穴が

でき， jttlイえとなったスラッシュマツ

Slant巴d slash pine and a funnel回shaped

hole at the foot of a tree due to blowing 

a strong wind. 

林f姶 2 斗時!信 L 1m (必の J 11;且の川谷rll試験地)
Tree age : 2 yrs, Height : 1.1 m 
(Matsunokawa-yama). 

Photo. 4 テーダ 7 ツ l見倒木の代表的な松形

Typical root form of a windfallen loblolly pine. 

林齢 2 年， :15イ r:';j 1.0m  (必の JII道の川符1I1試験地)

Tree age : 2 yrs , Height : 1 m (Matsunokawa-yama) 



-Plate 3- 林業試験場研究報?? 第 313

Photo. 5 1968 年 2 月 15 日

の雪;

円山試験地全景

General aspect of 
Enωzan Experimental 
Forest, and that was 
covered by snow. 
(Photo. taken on Feb. 
15th., 1968). 

Photo. 6 降雪lこよる樹幹

i立l り
Bend stems of slash 
pine by snow. 

Photo. 7 降雪による樹幹

折れ

Snapped stems of slash 
pine by snow. 

E主係 :9cm
;;,r ，司: 5m 




